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東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
10
年
が
経
過
し
ま

す
。
し
か
し
、原
子
力
災
害
の
影
響
も
あ
り
、震
災

前
の
暮
ら
し
を
い
ま
だ
に
取
り
戻
せ
て
い
な
い
場
所

が
あ
り
ま
す
。

　
震
災
と
原
子
力
災
害
に
よ
り
失
わ
れ
た
産
業
・
雇

用
を
回
復
す
る
た
め
、技
術
の
開
発
や
産
業
集
積
等

に
よ
る
新
た
な
産
業
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
、浜
通

り
地
域
等
15
市
町
村
で
進
め
ら
れ
て
い
る
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
」（
以
下
、「
イ
ノ
ベ
構
想
」）で
す
。

　
イ
ノ
ベ
構
想
の
取
り
組
み
が
進
み
、
浜
通
り
地

域
等
で
は
、
県
外
企
業
の
進
出
や
農
業
の
再
開
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
端
的
な
取
り
組
み
が

全
国
に
先
駆
け
て
実
践
さ
れ
る
な
ど
、
新
技
術
と

新
産
業
の
創
出
に
よ
り
、
新
た
な
産
業
基
盤
が
少

し
ず
つ
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
、
浜
通
り
地
域
等
で
の
産
業
発
展
の

み
な
ら
ず
、
こ
の
構
想
で
育
ま
れ
た
新
産
業
や
人

材
な
ど
を
他
の
地
域
に
波
及
さ
せ
、
福
島
県
全
域

で
の
経
済
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

2020年
12月号今月の表紙 しんちパンプトラック

（新地町）
今年７月にオープンした国内最大級のBMXなどの競技コース「しんちパンプトラック」（スポーツ振興くじ助成）。レー
ス、ジャンプ、キッズの３コースがあり、初心者でも楽しく走行することができます。 問0244（32）1520

　県では、「福島イノベーション・コースト構想」を推進し、浜通り地域等における新たな
産業基盤の構築を目指しています。構想の実現に向けた取り組みを紹介します。

～福島イノベーション・コースト構想の取り組み～
浜通り地域等で創る新たな産業

「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

特 集

ふ
く
し
ま
の
未
来
の
た
め
に

福島イノベーション・
コースト構想対象の
浜通り地域等
15市町村

東日本大震災･
原子力災害伝承館

福島ロボット
テストフィールド

注目！

注目！

構想実現に向けた取り組みの３つの柱

構想が具体化を進める６つの重点分野

農林水産業

あらゆる
チャレンジが可能な

地域
地域の企業が

主役
構想を支える
人材育成

医療関連 航空宇宙

エネルギー・
環境・リサイクル廃　炉 ロボット・ドローン

福島イノベーション・コースト構想の実現に向けて

６つの重点分野で、拠点の整備や研究開発、産業集積、人材育成、交流人口の
拡大などを進め、イノベ構想の実現を図っています

３つの柱を軸に、重点分野を具体的に進めていきます



2020年
12月号 読者からのお便り 福島県への移住者数が最高となり、うれしいです。若い人が増え、仕事・娯楽が充実し、活気のある町にしてほしいと思いました。

（郡山市 60代）3

　ドローンや空飛ぶクルマなど、陸・海・空のフィールドロボッ
トの開発実証拠点として、県が南相馬市と浪江町に整備しました。
　ドローン用の滑走路や災害現場を再現した施設など、ロボット
の研究開発や操縦訓練ができる世界に類を見ない拠点です。
　県では、本県の産業振興の拠点として、関連産業の育成、集積を
図り、メイドイン福島のロボット技術や製品が生み出されるよう
取り組んでいきます。

　
赤
ち
ゃ
ん
用
、教
育
用
、高
齢
者
の
見
守

り
用
の
よ
う
に
、
人
生
の
各
段
階
に
応
じ

た
人
に
寄
り
添
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
り
た

い
。
こ
の
開
発
の
た
め
、一
緒
に
考
え
て
く

れ
る
生
産
現
場
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、旧

知
の
仲
の
ア
サ
ヒ
電
子
の
菅
野
社
長
が「
一

緒
に
や
ろ
う
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
対
す
る
福
島

県
の
サ
ポ
ー
ト
が
非
常
に
手
厚
か
っ
た
の
で
、

昨
年
か
ら
伊
達
市
に
本
社
を
置
き
ロ
ボ
ッ
ト

を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
用
ロ
ボ
ッ
ト「
あ
る
く
メ
カ
ト
ロ

ウ
ィ
ー
ゴ
」は
、伊
達
市
立
月
舘
学
園
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
で
既
に
導
入
さ
れ
、児

童
が
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
動
か
し
ま
す
。

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
に

興
味
を
持
ち
、み
ん

な
楽
し
ん
で
学
習

し
て
い
る
の
で
、つ

く
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。 　

県
外
の
企
業
で
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
携
わ
っ
た
後
に
、誰
も
つ
く
っ
て
い

な
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
い
と
新
た
に
会
社
を
設
立
し
た
リ
ビ
ン
グ
ロ

ボ
ッ
ト
の
川
内
社
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

人
に
寄
り
添
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

▲福島西高校デザイン科学科の生徒がカラーデザイ
ンし、運営も協力してくれた子供向けプログラミン
グ体験（ロボットテストフィールドでのイベント）

（右）株式会社リビングロボット（伊達市） 代表取締役社長 川
かわ

内
うち

 康
やす

裕
ひろ

さん
（左）アサヒ電子株式会社（伊達市） 代表取締役社長 菅

かん
野
の

 寿
とし

夫
お

さん

　世界に類を見ない拠点
　福島ロボットテストフィールド

最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
福
島
県
で

　

今
年
７
月
か
ら
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
に
入
居
し
、介
護
や
道
案
内
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
中
で
す
。
こ
こ
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
実
証
実

験
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、他
の
入
居
企
業
と

の
交
流
は
刺
激
的
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。
浜

通
り
地
域
で
実
証
・
開
発
を
進
め
、社
会
で

活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
充

実
さ
せ
た
い
で
す
。

　
将
来
は
、人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
一
緒
に
幸
せ
に
な
る
社
会
、リ
ビ
ン

グ
ロ
ボ
ッ
ト
の
社
名
の
よ
う
に
、リ
ビ
ン
グ

で
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
す
る
社
会
を
創
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

▲教育用ロボット　
　「あるくメカトロウィーゴ」　
　©小林和史／講談社

▲「あるくメカトロウィーゴ」
　が動く様子はこちら

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
す
る
社
会

福島の
ものづくり

×
ロボット開発の

ノウハウ

　インタビュー　

人材育成

教 育



知事メッセージ
Message

コロナ禍の今、福島県への移住を考える人もいると思います。これを機にぜひ対策を強化し、移住促進に努めていただきたいと
思います。（白河市 60代） 読者からのお便り 2020年

12月号 4

　イノベ構想の実現には、避難により人口が減少した浜通り地域等を訪れる人（交流人口）を
増やし、イノベ構想や地域に興味関心を持ってもらうことで、企業や研究機関等の呼び込み
や地域経済の活性化につなげることが重要です。

多くの人が訪れる地域を目指して

 東日本大震災・原子力災害伝承館で福島の復興の歩みを発信

 視察ツアーで構想や地域を実感

　今年9月に開館した東日本大震災・原子力災害伝承
館は、福島が経験した複合災害の記録と教訓を伝え、
福島の復興の歩みを発信する施設です。震災関連資料
の展示やイノベ構想の最新の取り組みなどを紹介。開
館以降、多くの方が伝承館を訪れています。　

　企業等の訪問視察を呼び込むため、企業・団体、教
育機関等の方を対象に、視察ツアーを実施。参加者に
イノベ構想や地域を身近に感じてもらい、理解を深め
てもらいます。
　ツアーでは、はじめに、東日本大震災・原子力災害
伝承館で福島の復興の現状を正しく知り、その後、「先
進的な再生可能エネルギー」、「先端農業」などのテー
マごとに拠点施設や取り組みを視察します。郷土料理
の昼食や宿泊を取り込んだ1泊2日の日程で、地域経
済の活性化も図っています。

問 公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構　　　　
　 ☎024（581）6881

　
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
は
、
浜
通
り
地
域
等
に

お
け
る
産
業
基
盤
の
再
構
築
を
目

指
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
福
島
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
や
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承

館
な
ど
の
拠
点
整
備
を
始
め
、
研

究
開
発
や
企
業
誘
致
等
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
浜
通
り
地
域
等
を
中

心
に
産
業
集
積
を
加
速
さ
せ
る
と

と
も
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
な
ど
、
県
全
体
に
そ
の
効
果
を

波
及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
引
き
続
き
、
国
や
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
福
島
の
新
し
い

未
来
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問 東日本大震災・原子力災害伝承館　☎0240（23）4402
　 双葉郡双葉町大字中野字高田39
　 休 館 日　火曜日（火曜祝日の場合は翌平日）
　　　　　　　年末年始（12/29 〜 1/3）
　 開館時間　午前9時〜午後5時（最終入館　午後4時30分）

福
島
の
新
し
い

未
来
づ
く
り
の
た
め
に

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄

新地町・福島天然ガス発電所を視察

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政

県職員の給与
福島県の職員（一般職員、警察官、教員など）の
給与についてお知らせします。

問県庁人事課　☎024（521）7035 詳しくは、
ホ－ムペ－ジをご覧ください。 検 索令和２年度福島県人事行政の運営等

1  人件費の状況（令和元年度普通会計決算） 3  職員手当の状況

2  初任給月額および平均年齢、平均給料月額の状況

4  特別職の報酬等の状況 ※令和２年4月1日現在

5  一般行政職の級別職員数の状況


